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は
じ
め
に

中
世
王
家
に
つ
い
て
の
研
究
は
近
年
進
展
が
著
し
い
分
野
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く

は
后
妃
・
内
親
王
を
中
心
と
し
た
女
院
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
り
、
王
家
を
構
成
す

る
男
性
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
中
世
王
家
も
男
女
両
性
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
中
世

王
家
の
全
体
像
を
描
き
出
す
た
め
に
は
、
男
性
の
王
家
構
成
員
の
分
析
も
ま
た
不
可

欠
で
あ
る
。

中
世
王
家
の
男
性
構
成
員
の
う
ち
、
即
位
後
に
皇
統
か
ら
外
れ
た
院
や
、
在
俗
し

た
ま
ま
皇
位
に
つ
か
な
か
っ
た
親
王
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
で
分

析
を
行
っ
た①
。
し
か
し
、
中
世
王
家
で
は
、
皇
位
を
継
承
す
る
者
以
外
の
男
子
の
ほ

と
ん
ど
は
、
出
家
し
僧
籍
に
入
る
。
こ
れ
ら
の
者
た
ち
は
僧
籍
に
入
っ
て
も
「
宮
」

と
称
さ
れ
、
出
家
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
王
家
内
部
の
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
横
山
和
弘
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が②
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け

王
家
と
の
関
わ
り
が
色
濃
く
打
ち
出
さ
れ
る
存
在
が
、
出
家
後
に
親
王
宣
下
を
受
け

る
数
多
く
の
法
親
王
や
、
親
王
宣
下
後
に
出
家
し
、
出
家
後
も
親
王
と
し
て
の
待
遇

を
維
持
し
続
け
る
ご
く
少
数
の
入
道
親
王
で
あ
る③
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
法
親
王
お

よ
び
入
道
親
王
に
つ
い
て
、
特
に
中
世
王
家
と
の
関
連
か
ら
分
析
を
試
み
る
。
法
親

王
は
白
河
院
政
期
に
創
出
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
中
世
王
家
は
鎌
倉
中
期
の
両
統
迭

立
開
始
に
よ
っ
て
大
き
く
変
成
す
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
分
析
の
対
象
と
す
る
時

期
を
白
河
院
政
期
〜
後
嵯
峨
院
政
期
と
設
定
す
る
。

法
親
王
に
つ
い
て
の
研
究
の
端
緒
は
戦
前
に
遡
り
、
大
森
金
五
郎
・
平
田
俊
春
に

よ
っ
て
、
法
親
王
は
賜
姓
制
度
と
同
様
に
朝
廷
財
政
の
逼
迫
に
と
も
な
い
創
出
さ
れ

た
制
度
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
た④
。
そ
の
後
は
長
く
研
究
が
途
絶
え
て
い
た

が
、
戦
後
の
院
政
研
究
の
進
展
に
と
も
な
い
、
安
達
直
哉
・
平
岡
定
海
に
よ
っ
て
、

法
親
王
を
院
権
力
に
よ
る
顕
密
僧
・
顕
密
寺
院
統
制
の
た
め
の
装
置
と
す
る
見
解
が

新
た
に
示
さ
れ
た⑤
。
こ
れ
は
現
時
点
で
の
法
親
王
に
つ
い
て
の
通
説
的
理
解
と
な
っ

て
い
る
が
、
一
方
で
、
横
山
和
弘
に
よ
っ
て
、
強
訴
を
行
わ
ず
王
権
に
親
和
的
な
仁

和
寺
に
存
在
し
た
法
親
王
と
、
延
暦
寺
・
園
城
寺
な
ど
の
強
訴
を
行
う
権
門
寺
院
に

存
在
し
た
法
親
王
と
で
は
存
在
意
義
が
異
な
る
こ
と
、
ま
た
、
仁
和
寺
の
み
に
法
親

王
が
存
在
し
た
白
河
・
鳥
羽
院
政
期
と
、
そ
れ
以
後
の
延
暦
寺
・
園
城
寺
に
も
法
親

王
が
存
在
す
る
時
期
と
で
は
質
的
な
段
階
差
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る⑥
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
筆
者
も
ま
っ
た
く
同
意
見
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
後
述
す
る
通
り
、

延
暦
寺
・
園
城
寺
な
ど
に
存
在
し
た
法
親
王
に
つ
い
て
も
、
そ
の
す
べ
て
を
統
制
装

置
と
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
従
来
の
研
究
状
況
に
対
し
て
、
近
年
で
は
法
親
王
の
中
で
も
特
に
仁
和

寺
御
室
に
つ
い
て
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る⑦
ほ
か
、
個
別
の
寺
院
・
院
家
・

門
流
・
法
脈
研
究
の
中
で
も
、
個
々
の
法
親
王
に
つ
い
て
言
及
が
行
わ
れ
て
い
る
。

中
世
前
期
の
王
家
と
法
親
王

佐　

伯　

智　

広



三
四
七

中
世
前
期
の
王
家
と
法
親
王

635

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
主
に
政
治
・
宗
教
・
文
化
面
に
お
い
て
法
親
王
が
果
た

し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
法
親
王
と
王
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

深
め
た
研
究
は
少
な
い
。

そ
の
中
で
、
王
家
研
究
と
の
関
わ
り
で
特
に
重
要
な
の
は
、
横
山
和
弘
に
よ
る
一

連
の
研
究
で
あ
る⑧
。
横
山
は
、「
白
河
院
政
期
に
お
け
る
法
親
王
の
創
出
」
の
中
で
、

先
述
の
指
摘
に
加
え
、
法
親
王
と
い
う
制
度
が
本
来
白
河
王
権
・
王
統
の
護
持
の
た

め
に
成
立
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。指
摘
の
内
容
そ
の
も
の
も
当
然
重
要
だ
が
、

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
法
親
王
と
い
う
制
度
の
目
的
が
中
世
前
期
を
通
じ
て
一
貫
し

た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
王
権
に
と
っ
て
の
固
有
の
問
題
を
反
映
し
て
変
性

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
親
王
の

あ
り
方
を
中
世
前
期
を
通
じ
て
時
系
列
的
に
分
析
し
、
各
時
代
に
固
有
の
機
能
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
、
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。

以
上
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
中
世
前
期
の
法
親
王
・
入
道
親
王
に

つ
い
て
、
運
用
の
実
態
を
、
各
院
政
・
親
政
期
ご
と
の
時
代
順
に
分
析
す
る
。
そ
の

際
、
法
親
王
と
皇
位
継
承
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
特
に
そ
の
時
点
で
の
王
家
家
長

（
院
な
い
し
天
皇
）
の
意
図
に
着
目
し
分
析
を
行
う
。
こ
れ
は
、
男
性
の
王
家
構
成
員

が
僧
籍
に
入
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
人
物
が
皇
位
を
継
承
す
る
か
ど
う
か
と
深
く
関

わ
っ
て
お
り
、
ま
た
、
当
該
期
の
皇
位
継
承
者
決
定
と
親
王
宣
下
決
定
の
権
限
は
王

家
家
長
が
握
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

具
体
的
な
分
析
に
入
る
前
に
、
行
論
の
便
宜
の
た
め
、
男
性
の
王
家
構
成
員
に
つ

い
て
の
分
類
を
あ
ら
か
じ
め
示
し
て
お
く
。
中
世
前
期
の
王
家
に
お
い
て
、
皇
位
に

つ
か
な
か
っ
た
男
子
の
処
遇
は
、
ま
ず
「
親
王
宣
下
を
受
け
る
か
否
か
」
に
よ
っ
て

二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
親
王
宣
下
を
受
け
た
者
は
、さ
ら
に
「
在
俗
す
る
」「
出
家
す

る
」
と
分
類
で
き
る
。
出
家
し
た
者
の
う
ち
、
親
王
宣
下
後
に
出
家
し
た
者
が
入
道

親
王
、
出
家
後
に
親
王
宣
下
を
受
け
た
者
が
法
親
王
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
親
王

宣
下
を
受
け
な
か
っ
た
者
は
、「
在
俗
す
る
」「
賜
姓
さ
れ
臣
下
と
な
る
」「
出
家
す

る
」
と
さ
ら
に
分
類
さ
れ
る
。
図
式
化
す
る
と
左
図
の
よ
う
に
な
り
、
本
稿
で
取
り

扱
う
対
象
は
主
に
１
Ｂ
の
ａ
・
ｂ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

文
末
の
表
は
、
皇
位
継
承
者
ご
と
に
男
子
を
ま
と
め
、
こ
の
う
ち
の
皇
位
継
承
者
・

1
の
す
べ
て
・
２
Ａ
を
項
目
と
し
て
立
て
、
２
Ｃ
を
一
覧
と
し
て
付
し
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
、「
親
王
宣
下
を
受
け
ず
臣
籍
に
下
る
」（
２
Ｂ
）
は
、中
世
前
期
で
は
皇
孫

以
下
の
世
代
に
限
定
さ
れ
、
皇
子
に
は
見
ら
れ
な
い
処
遇
で
あ
る
た
め
、
表
中
に
は

現
れ
な
い
。第

一
章　

法
親
王
の
成
立
と
運
用

第
一
節　

成
立
期
の
法
親
王

周
知
の
通
り
、
法
親
王
の
初
例
は
、
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
に
親
王
宣
下
を
受
け

た
覚
行
法
親
王
で
あ
る
。
覚
行
・
覚
法
・
聖
恵
と
い
う
一
人
目
か
ら
三
人
目
ま
で
の

法
親
王
は
、
い
ず
れ
も
仁
和
寺
に
入
寺
し
た
白
河
院
の
皇
子
た
ち
で
あ
り
、
先
に
挙

げ
た
、
彼
ら
の
役
割
が
白
河
王
権
・
王
統
の
護
持
で
あ
っ
た
と
す
る
横
山
和
弘
の
所

説
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

﹇
皇
位
に
つ
か
な
い
皇
子
の
処
遇
﹈

┐
１　

親
王
宣
下
を
受
け
る　

│
┤
Ａ　

在
俗

─　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

─　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┌
Ｂ　

出
家
│
┤
ａ　

親
王
宣
下
後
に
出
家
（
＝
入
道
親
王
）

─　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

─　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┌
ｂ　

出
家
後
に
親
王
宣
下
（
＝
法
親
王
）

─┌
２　

親
王
宣
下
を
受
け
な
い
│
┤
Ａ　

在
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┬
Ｂ　

臣
籍
降
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

┌
Ｃ　

出
家
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問
題
は
、
彼
ら
に
続
く
四
人
目
の
覚
性
の
事
例
で
あ
る
。
覚
性
は
鳥
羽
院
の
第
五

皇
子
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
三
人
の
法
親
王
と
同
様
に
仁
和
寺
に
入
寺
し
、
覚
法
の

後
を
受
け
て
御
室
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
覚
性
と
そ
れ
以
前
の
法
親
王
と
の
間
に
は
、
相
違
点
も
存
在
す
る
。
そ

れ
は
、
覚
性
が
親
王
宣
下
後
に
出
家
し
た
入
道
親
王
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
覚
性
は

大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
の
閏
七
月
二
〇
日
に
誕
生
し
、三
ヶ
月
後
の
一
〇
月
二
二
日

に
親
王
宣
下
を
受
け
、「
本
仁
」
の
名
を
与
え
ら
れ
て
い
る⑨
。
覚
性
以
前
に
生
ま
れ
た

鳥
羽
院
の
皇
子
は
い
ず
れ
も
待
賢
門
院
を
母
と
す
る
が
、
全
員
が
誕
生
の
数
カ
月
以

内
に
親
王
宣
下
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
鳥
羽
院
の
皇
子
た
ち
の
あ
り
方
は
、
親

王
宣
下
の
対
象
が
非
常
に
限
定
さ
れ
る
当
時
の
一
般
的
な
状
況
か
ら
大
き
く
外
れ
る

も
の
で
あ
る
。
す
で
に
河
内
祥
輔
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
当
時
の
王
家

家
長
で
あ
っ
た
白
河
院
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ⑩
、
覚
性
の
誕
生
は
白

河
院
死
去
直
後
で
あ
る
も
の
の
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
延
長
線
上
で
同
様
の
処
遇
が
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

覚
性
が
出
家
し
た
時
点
で
、
即
位
し
て
い
な
い
崇
徳
以
外
の
覚
性
の
兄
た
ち
は
い

ず
れ
も
在
俗
し
て
お
り
、
白
河
院
・
鳥
羽
院
と
も
に
、
彼
ら
を
出
家
さ
せ
僧
と
し
て

の
生
涯
を
送
ら
せ
る
意
図
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
で
覚
性

が
出
家
す
る
に
至
っ
た
事
情
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
な
る
史
料
が
、
以
下
に
掲
げ
る

『
長
秋
記
』
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
一
二
月
六
日
条
で
あ
る
。
記
主
の
源
師
時
は
、覚

性
の
母
待
賢
門
院
の
院
司
と
し
て
、
当
時
の
御
室
で
あ
っ
た
覚
法
と
待
賢
門
院
と
の

間
で
交
渉
役
に
あ
た
っ
て
い
た
。

晴
、詣
二
此
院
一
、御
室
伝
二
女
院
御
返
事
一
、大
略
五
宮
令
二
入
室
一
給
事
也
、（
Ａ
）

「
其
事
只
今
無
二
変
改
之
心
一
、
但
世
間
不
定
、
御
室
内
心
ニ
背
二
女
院
御
事
一
、
与
二

皇
后
宮
一
同
心
、
為
二
御
腹
黒
体
一
之
事
坐
者
、
尤
可
二
遺
恨
一
、
其
事
不
レ
可
レ
然

之
由
、
書
二
誓
言
文
一
令
レ
進
給
、
存
下
無
二
隔
心
一
之
由
上
、
終
身
可
二
憑
申
一
之
由

也
、
又
五
宮
入
寺
事
、
明
春
二
月
許
必
可
レ
候
也
」
者
、
御
答
云
、（
Ｂ
）「
吾
身

法
文
聖
教
、
所
レ
知
田
地
堂
舎
無
二
人
譲
伝
一
、
今
五
宮
御
事
、
蒙
二
御
約
一
後
、
片

時
モ
無
二
忘
時
一
、
是
万
事
皆
譲
申
、
於
二
吾
身
一
心
安
隠
二
居
別
所
一
、
暫
欲
レ
勤
二

後
世
事
一
也
、
今
所
二
疑
思
食
一
尤
理
也
、
如
レ
仰
早
書
二
誓
言
文
一
可
レ
進
、
但
皇

后
母（

マ
マ
）

子
吾
母
也
、
年
来
無
二
指
約
一
、
而
出
家
時
可
二
一
見
一
之
由
、
雖
二
其
命
一
、

女
院
不
レ
許
間
不
二
罷
向
一
、
適
恩
許
時
所
二
詣
向
一
也
、
有
レ
限
母
事
尚
以
如
レ
此
、

何
況
於
二
姉
妹
一
哉
、
勿
論
也
」
者
、
出
二
御
室
一
、
向
二
法
印
房
一
、
伝
二
女
院
御

消
息
一
、
其
趣
如
レ
令
レ
申
二
御
室
一
、
返
答
如
レ
状
、（
後
略
、
記
号
は
筆
者
に
よ
る
）

ま
ず
待
賢
門
院
か
ら
御
室
に
伝
え
ら
れ
た
内
容
（
Ａ
）
に
よ
る
と
、
覚
法
が
皇
后

藤
原
泰
子
（
高
陽
院
）
に
与
し
て
待
賢
門
院
に
腹
背
し
て
い
る
と
の
世
評
を
受
け
、待

賢
門
院
は
そ
の
よ
う
な
事
実
が
な
い
こ
と
を
誓
う
誓
紙
を
差
し
出
す
よ
う
求
め
て
い

る
。
ま
た
、
覚
性
（
五
宮
）
の
入
寺
が
翌
年
二
月
に
な
る
こ
と
を
申
し
伝
え
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
覚
法
は
誓
紙
を
差
し
出
す
こ
と
を
承
知
し
た
上
で
、
自
身
に
は
後
継

者
が
な
い
た
め
仏
典
や
所
領
な
ど
は
覚
性
に
譲
渡
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
、
皇
后

の
母
は
自
分
の
母
で
も
あ
る
が
、
母
の
出
家
に
際
し
て
も
待
賢
門
院
の
許
可
を
得
て

か
ら
で
な
け
れ
ば
会
わ
ぬ
ほ
ど
で
あ
り
、
ま
し
て
妹
で
あ
る
皇
后
と
の
こ
と
に
つ
い

て
関
わ
り
が
深
く
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
を
弁
明
し
て
い
る
（
Ｂ
）。
す

で
に
角
田
文
衞
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、前
年
の
長
承
二
年（
一
一
三
三
）

に
白
河
院
の
遺
志
に
反
し
て
鳥
羽
院
と
藤
原
泰
子
と
の
婚
姻
が
行
わ
れ
て
お
り⑪
、
そ

れ
に
よ
る
王
家
内
部
の
き
し
み
が
こ
う
し
た
形
で
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
記
事
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
待
賢
門
院
と
覚
法
と
の
間
で
院
を
介
さ
ず
に
交

渉
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
覚
性
の
入
寺
が
あ
く
ま
で
も
待
賢
門
院
の
主
導
で
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
覚
性
が
翌
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
三
月

二
七
日
に
仁
和
寺
に
入
寺
し
た
際
に
は
鳥
羽
院
と
待
賢
門
院
が
と
も
に
御
幸
し
て
お

り⑫
、
鳥
羽
院
も
こ
れ
に
承
認
を
与
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
覚
性
の
入
寺
に

関
し
て
鳥
羽
院
の
主
体
性
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。
や
は
り
、
覚
性
の
入
寺
は
待
賢
門

院
の
意
思
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
待
賢
門
院
は
す
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で
に
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
に
御
願
寺
で
あ
る
法
金
剛
院
を
仁
和
寺
に
建
立
し
て
お

り
、
長
承
二
年
に
は
雅
仁
（
後
白
河
院
）・
覚
性
を
連
れ
て
法
金
剛
院
御
幸
を
行
っ
て

い
る⑬
。
法
金
剛
院
建
立
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
待
賢
門
院
が
覚
性
を
御
室
に
入
室
さ

せ
た
意
図
は
、
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）
に
死
去
し
た
養
父
白
河
院
や
、
待
賢
門
院
自

身
の
将
来
の
追
善
を
、
覚
性
に
行
わ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
覚
性
へ
の
親
王
宣
下
は
白
河
院
が
、
仁
和
寺
へ
の
入
寺

は
待
賢
門
院
が
そ
れ
ぞ
れ
主
導
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
他
に
も
鳥
羽
院
の
皇
子
は
道

恵
・
覚
快
が
僧
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
親
王
宣
下
を
受
け
る
の
は
鳥
羽
院
の

死
後
で
あ
り
、
鳥
羽
院
政
下
で
は
新
た
な
法
親
王
の
宣
下
は
一
例
も
行
わ
れ
て
い
な

い
。
白
河
院
の
始
め
た
法
親
王
制
に
対
す
る
鳥
羽
院
の
態
度
は
、
消
極
的
に
引
き
継

い
だ
程
度
の
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
二
節　

後
白
河
親
政
期
・
院
政
期
の
法
親
王

こ
う
し
た
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
の
は
、
後
白
河
親
政
期
か
ら
院
政
初
期
に
か

け
て
で
あ
り
、
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
に
最
雲
が
、
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
に
は

道
恵
が
、
そ
れ
ぞ
れ
親
王
宣
下
を
受
け
て
い
る⑭
。
最
雲
は
堀
河
天
皇
の
皇
子
で
、
親

王
宣
下
を
受
け
た
当
時
は
天
台
座
主
で
あ
り
、
道
恵
は
鳥
羽
院
の
皇
子
で
、
親
王
宣

下
と
同
日
に
園
城
寺
長
吏
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
仁
和
寺
以
外
に
初
め

て
法
親
王
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
人
の
親
王
宣
下
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
後
白
河
天
皇

の
皇
子
が
相
次
い
で
彼
ら
の
下
に
入
室
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
な
年
次
は

不
明
で
あ
る
が
、
最
雲
の
下
に
は
第
三
皇
子
の
以
仁
が⑮
、
道
恵
の
下
に
は
円
恵
が
そ

れ
ぞ
れ
入
室
し
て
お
り
、
円
恵
の
入
室
年
次
は
少
な
く
と
も
一
身
阿
闍
梨
と
な
っ
た

平
治
元
年⑯
（
一
一
五
九
）
以
前
に
遡
る
の
で
、異
母
兄
で
あ
る
以
仁
の
入
室
も
そ
れ
以

前
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
、保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
に
守
覚
が
仁
和
寺
の
覚
性
の
下
に
入
室
し
て

い
る
こ
と⑰
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
仁
和
寺
・
延
暦
寺
・
園
城
寺
と
い
う
真
言
・
天
台

二
宗
の
頂
点
に
法
親
王
が
位
置
し
、
そ
の
下
に
後
白
河
天
皇
の
皇
子
が
配
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
の
最
上
部
を
掌
握
す
る
こ
と
で
後
白
河

天
皇
の
統
制
下
に
置
こ
う
と
す
る
意
図
が
、
明
確
に
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
政
策
を

打
ち
出
し
た
の
は
、
当
時
実
質
的
に
政
策
決
定
を
主
導
し
て
い
た
信
西
で
あ
ろ
う
。

道
恵
の
親
王
宣
下
は
信
西
の
死
後
に
ず
れ
込
む
が
、
こ
れ
は
園
城
寺
長
吏
が
ま
だ
実

質
的
に
終
身
の
役
職
で
あ
っ
た
た
め
に
道
恵
の
長
吏
就
任
が
永
暦
元
年
と
な
っ
た
こ

と
が
原
因
で
あ
っ
て
、構
想
自
体
は
信
西
の
生
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
平
治
の
乱
に
よ
る
信
西
の
死
、
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
の
二
条
親
政
開

始⑱
と
最
雲
の
死⑲
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
構
想
は
崩
壊
す
る
。
以
仁
は
結
局
仏
門

に
は
入
ら
ず
、守
覚
は
御
室
と
な
っ
た
四
ヶ
月
後
の
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
閏
四
月

に
親
王
宣
下
を
受
け
る⑳
が
、
そ
の
一
ヶ
月
後
に
は
鳥
羽
院
の
皇
子
で
あ
る
覚
快
も
親

王
宣
下
を
受
け
る㉑
。
覚
快
は
後
に
天
台
座
主
と
な
る㉒
が
、
親
王
宣
下
の
時
点
で
は
ま

だ
天
台
座
主
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
直
接
に
は
寺
院
統
制
と
は
結
び
つ
か
な
い
。
そ
の

後
、
後
白
河
院
政
末
期
に
後
白
河
院
の
皇
子
た
ち
が
相
次
い
で
親
王
宣
下
を
受
け
法

親
王
と
な
る
が
、
中
で
も
承
仁
は
師
の
顕
真
か
ら
日
吉
千
僧
供
養
の
賞
の
譲
を
受
け

て
親
王
宣
下
を
受
け
て
い
る㉓
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
親
王
が
特
段
の
政
治
的
意
味
を

と
も
な
わ
な
い
単
な
る
僧
の
待
遇
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
覚
快

の
事
例
は
こ
う
し
た
法
親
王
の
性
格
変
化
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

第
二
章　

鎌
倉
期
に
お
け
る
法
親
王
の
運
用

第
一
節　

後
鳥
羽
院
政
期
に
お
け
る
法
親
王
と
入
道
親
王
の
差
異
化

後
白
河
院
政
期
に
、
特
段
の
政
治
的
意
味
を
と
も
な
わ
な
い
単
な
る
一
待
遇
に
過
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ぎ
な
く
な
っ
た
法
親
王
で
あ
る
が
、
後
鳥
羽
院
政
期
に
な
る
と
新
た
な
変
化
が
見
ら

れ
る
。
そ
れ
は
、
同
じ
よ
う
に
仏
門
に
入
っ
た
皇
子
た
ち
の
中
で
、
親
王
宣
下
を
受

け
な
い
者
、
仏
門
に
入
っ
た
後
に
親
王
宣
下
を
受
け
る
法
親
王
、
親
王
宣
下
を
受
け

た
の
ち
に
仏
門
に
入
る
入
道
親
王
と
い
う
三
つ
の
処
遇
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

後
鳥
羽
院
の
皇
子
の
う
ち
、
仏
門
に
入
っ
た
者
は
九
人
お
り
、
う
ち
入
道
親
王
は
三

人
、
法
親
王
は
二
人
、
親
王
宣
下
を
受
け
な
か
っ
た
者
は
四
人
で
あ
る
。

後
鳥
羽
院
の
皇
子
の
処
遇
全
体
で
見
る
と
、
後
鳥
羽
院
に
は
一
三
人
の
男
子
の
存

在
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
皇
位
に
就
い
た
の
が
土
御
門
天
皇
・
順
徳
天
皇
の

二
人
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
雅
成
・
頼
仁
の
二
人
が
、
出
家
す
る
こ
と
も
賜
姓
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
俗
人
の
ま
ま
親
王
宣
下
を
受
け
て
い
る
。
承
久
の
乱
に
際
し
、
土

御
門
院
・
順
徳
院
・
仲
恭
天
皇
だ
け
で
な
く
、
雅
成
親
王
・
頼
仁
親
王
も
後
鳥
羽
院

の
下
に
参
じ
て
い
る
点㉔
か
ら
考
え
て
も
、
両
者
が
後
鳥
羽
院
家
に
お
い
て
特
殊
な
位

置
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
う
し
た
特
別
待
遇
の
背
景
に
は
、
両
者
の
生
母
の
立
場
が
関
係
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
雅
成
は
順
徳
天
皇
の
同
母
弟
で
あ
り
、
母
修
明
門
院
は
後
鳥
羽
院
と
同

居
す
る
正
妻
で
あ
っ
た
。
頼
仁
の
母
は
藤
原
信
清
の
娘
で
あ
る
坊
門
局
で
、
隠
岐
に

配
流
さ
れ
た
後
鳥
羽
院
に
同
行
し
た
女
性
で
あ
り㉕
、
後
鳥
羽
院
の
母
七
条
院
の
姪
に

あ
た
り
、
ま
た
妹
は
源
実
朝
の
妻
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
重
要
な
妻
の
所

生
の
皇
子
た
ち
が
特
に
俗
人
の
ま
ま
親
王
宣
下
を
受
け
て
い
る
の
は
、
待
賢
門
院
所

生
の
皇
子
の
み
が
俗
人
と
し
て
親
王
宣
下
を
受
け
た
鳥
羽
院
家
の
状
況
と
共
通
し
て

い
る
。

注
目
す
べ
き
点
は
、
入
道
親
王
の
処
遇
を
受
け
た
皇
子
の
う
ち
、
道
助
は
頼
仁
と
、

尊
快
は
順
徳
天
皇
と
、
そ
れ
ぞ
れ
同
母
の
兄
弟
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
人
の

入
道
親
王
で
あ
る
道
覚
も
、
母
の
尾
張
局
は
死
去
に
際
し
退
出
を
願
い
出
た
の
を
留

め
ら
れ
る
ほ
ど
、
後
鳥
羽
院
か
ら
寵
愛
を
受
け
た
女
性
で
あ
っ
た㉖
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
仏
門
に
入
る
前
に
親
王
宣
下
を
受
け
た
の
は
偶
然

で
は
な
く
、
意
図
的
に
他
の
皇
子
と
格
差
を
つ
け
た
特
別
待
遇
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
白
河
院
政
の
末
期
に
多
数
の
仏
門
に
入
っ
た
皇
子
が
法
親
王

宣
下
を
受
け
る
中
で
、
法
親
王
の
希
少
性
は
下
落
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受

け
て
、
後
鳥
羽
院
は
仏
門
に
入
る
前
に
親
王
宣
下
を
受
け
る
入
道
親
王
を
、
新
た
な

特
別
待
遇
と
し
て
創
出
し
た
と
言
え
よ
う
。

後
鳥
羽
院
の
後
継
者
と
さ
れ
て
い
た
順
徳
院
の
皇
子
た
ち
の
場
合
も
、
長
男
で
あ

る
尊
覚
は
仏
門
に
入
る
前
に
親
王
宣
下
を
受
け
て
い
る㉗
。こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
て
、

承
久
の
乱
が
な
け
れ
ば
、
後
鳥
羽
院
の
処
置
は
そ
の
後
も
引
き
継
が
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。

第
二
節　

後
高
倉
皇
統
と
法
親
王

周
知
の
通
り
、
承
久
の
乱
の
敗
戦
に
よ
り
後
鳥
羽
院
政
は
終
わ
り
、
承
久
三
年

（
一
二
二
一
）
七
月
に
後
堀
河
天
皇
が
即
位
し
、
父
で
あ
る
後
高
倉
院
に
よ
る
院
政
が

開
始
さ
れ
る
。
同
年
一
〇
月
一
三
日
、
後
高
倉
院
の
皇
子
で
後
堀
河
天
皇
の
同
母
兄

で
あ
る
尊
性
・
道
深
に
法
親
王
宣
下
が
行
わ
れ
て
お
り㉘
、
こ
れ
が
後
高
倉
院
政
の
開

始
と
連
動
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
安
達
直
哉
は
、
公
家
政
権
と
法
親

王
と
の
関
わ
り
を
分
析
す
る
具
体
例
と
し
て
尊
性
を
取
り
上
げ
、
安
嘉
門
院
領
や
除

目
に
対
す
る
口
入
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る㉙
。
ま
た
、
曽
我
部
愛
は
、

尊
性
・
道
深
を
含
め
た
後
高
倉
院
・
北
白
河
院
と
そ
の
皇
子
女
た
ち
を
一
つ
の
家
と

と
ら
え
、
両
者
に
よ
る
諸
職
獲
得
を
通
じ
て
王
権
護
持
と
宗
教
界
の
統
制
を
は
か
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る㉚
。

尊
性
に
よ
る
口
入
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
節
で
触
れ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
尊

性
・
道
深
に
よ
る
王
権
護
持
と
仏
教
界
の
統
制
に
つ
い
て
述
べ
る
。
両
者
が
後
堀
河

天
皇
・
四
条
天
皇
の
た
め
に
多
く
の
修
法
を
行
っ
て
お
り㉛
、
ま
た
尊
性
が
後
堀
河
天

皇
・
四
条
天
皇
の
護
持
僧
と
な
っ
て
い
る
こ
と32
か
ら
考
え
て
、
両
者
が
後
高
倉
皇
統
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護
持
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

問
題
は
、
両
者
を
通
じ
て
の
仏
教
界
の
統
制
に
つ
い
て
で
あ
る
。
尊
性
は
天
台
座

主
に
、
道
深
は
御
室
に
そ
れ
ぞ
れ
就
い
て
お
り
、
と
も
に
最
重
要
の
権
門
寺
院
の
長

と
な
っ
て
い
る
が
、
後
高
倉
院
政
の
開
始
と
両
者
の
就
任
時
期
と
の
間
に
は
時
差
が

存
在
す
る
。
尊
性
の
天
台
座
主
就
任
は
安
貞
元
年（
一
二
二
七
）の
末
の
こ
と
で
あ
り
、

寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
に
日
吉
社
宮
仕
と
六
波
羅
の
武
士
と
の
間
に
闘
乱
事
件
が
起

こ
っ
た
た
め
、
在
任
わ
ず
か
一
年
三
ヶ
月
で
辞
任
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
貞
永
元
年

（
一
二
三
二
）
に
還
任
し
て
か
ら
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
ま
で
六
年
間
在
任
し
、翌
延

応
元
年（
一
二
三
九
）に
死
去
し
て
い
る33
。
道
深
は
も
と
も
と
南
都
で
修
行
し
て
お
り
、

法
親
王
宣
下
の
八
日
後
に
は
当
時
の
御
室
で
あ
っ
た
道
助
の
下
に
あ
ら
た
め
て
入
室

し
て
い
る34
。
し
か
し
、
道
深
が
実
際
に
御
室
と
な
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
一
〇
年
近
く

経
過
し
た
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
の
こ
と
で
あ
っ
た35
。
つ
ま
り
、四
条
天
皇
の
死
に

よ
っ
て
後
高
倉
皇
統
が
断
絶
す
る
二
一
年
間
の
う
ち
、
両
者
が
と
も
に
権
門
寺
院
の

最
上
位
に
い
た
の
は
、
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
か
ら
暦
仁
元
年
（
一
二
三
八
）
ま
で

の
七
年
足
ら
ず
の
期
間
で
し
か
な
い
。

そ
も
そ
も
、
天
台
座
主
と
御
室
と
の
間
に
は
、
天
台
座
主
が
王
家
出
身
者
以
外
か

ら
も
広
範
に
任
じ
ら
れ
、
比
較
的
短
期
間
で
交
代
す
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
御

室
は
王
家
出
身
者
に
よ
っ
て
師
資
相
承
で
受
け
継
が
れ
、
交
代
が
少
な
く
終
身
職
に

近
い
、
と
い
う
根
本
的
な
質
の
違
い
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
尊
性
は
天
台
座

主
に
継
続
的
に
在
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
道
深
は
前
任
の
道
助
入
道
親

王
が
高
野
山
に
籠
居
す
る
ま
で
御
室
を
継
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、
皇
統
そ
の
も
の
が
後
鳥
羽
皇
統
か
ら
後
高
倉
皇
統
へ
と
変

動
す
る
中
で
、
後
高
倉
院
家
関
係
者
が
二
人
を
通
じ
て
の
仏
教
界
統
制
を
図
っ
た
と

し
て
も
、
そ
の
実
効
性
は
疑
わ
し
い
。
特
に
延
暦
寺
の
場
合
、
以
前
か
ら
上
層
僧
侶

と
大
衆
と
の
間
の
対
立
や
大
衆
内
部
で
の
対
立
は
見
ら
れ
て
い
る
が
、
天
福
元
年

（
一
二
三
三
）
に
起
こ
っ
た
寺
内
の
闘
乱
の
よ
う
に
、
鎌
倉
幕
府
の
支
持
を
背
景
と
す

る
尊
性
の
、「
偏
好
兵
給
」
と
評
さ
れ
た36
高
圧
的
な
姿
勢
は
、
む
し
ろ
寺
内
の
対
立
を

激
化
さ
せ
て
い
る
。

天
台
座
主
や
御
室
に
就
任
す
る
以
前
に
も
、
尊
性
は
四
天
王
寺
別
当
と
な
り37
、
道

深
は
広
隆
寺
別
当
と
な
っ
て
お
り38
、
さ
ら
に
道
深
は
東
大
寺
東
南
院
を
譲
ら
れ
る
も

の
の
、
こ
れ
を
辞
退
し
て
い
る39
。
尊
性
の
四
天
王
寺
別
当
就
任
の
際
に
は
後
堀
河
天

皇
が40
、
東
大
寺
東
南
院
の
伝
領
を
巡
っ
て
は
北
白
河
院
が41
深
く
関
与
し
て
い
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
動
き
は
両
者
だ
け
で
な
く
後
高
倉
院
家
全
体
の
意
向
を
受
け
た
も
の

で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
諸
職
獲
得
は
権
威
強
化
や
物
質
的
利
益
に
つ
な
が
る
面
も
あ
る
が
、
一

方
で
、
四
天
王
寺
別
当
の
改
補
を
求
め
る
四
天
王
寺
僧
徒
と
の
間
で
騒
乱
が
発
生
し

た
結
果
、
尊
性
が
四
天
王
寺
別
当
を
辞
し
て
い
る
よ
う
に42
、
新
た
な
騒
乱
の
原
因
と

も
な
っ
て
い
る
。
東
大
寺
東
南
院
の
場
合
も
、
道
深
の
辞
退
は
強
訴
を
行
お
う
と
す

る
南
都
の
動
向
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
以
上
の
点
か
ら
も
、諸
職
の
獲
得
は
、

寺
院
統
制
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
寺
院
勢
力
と
の
軋
轢
を
大
き
く
す
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。そ

し
て
、
重
要
な
点
は
、
尊
性
が
別
当
改
替
を
求
め
る
四
天
王
寺
の
衆
徒
に
対
し

武
士
を
派
遣
し43
、
延
暦
寺
内
部
の
対
立
す
る
衆
徒
を
「
武
家
に
渡
す
」
と
い
う
対
処

を
行
っ
て
い
る44
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
親
王
と
い
う
権
威
や
天
皇
の
同
母
兄
で

あ
る
と
い
う
血
統
が
寺
院
社
会
で
十
分
有
効
に
働
か
ず
、
鎌
倉
幕
府
の
武
力
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
示
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
後
高
倉
皇
統
期
に
お
い
て
、
法

親
王
の
存
在
は
寺
院
統
制
と
直
結
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

第
三
節　

土
御
門
皇
統
と
法
親
王

仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
に
四
条
天
皇
が
死
去
し
て
後
高
倉
皇
統
が
断
絶
す
る
と
、

後
嵯
峨
天
皇
が
即
位
し
土
御
門
皇
統
の
時
代
に
入
る
。
後
嵯
峨
親
政
期
の
従
来
と
の
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大
き
な
違
い
は
、
後
嵯
峨
天
皇
の
践
祚
後
に
真
っ
先
に
親
王
宣
下
を
受
け
た
仁
助
法

親
王
が
園
城
寺
の
僧
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
後
嵯
峨
天
皇
が
仁
治
三
年
正
月
二
○

日
に
践
祚
す
る
と
、
仁
助
は
四
月
一
五
日
に
親
王
宣
下
を
受
け
、
七
月
一
七
日
に
は

園
城
寺
長
吏
に
任
じ
ら
れ
た45
。

そ
れ
ま
で
は
御
室
こ
そ
が
王
権
に
と
っ
て
仏
教
界
で
最
重
要
の
地
位
で
あ
り
、
皇

統
の
変
動
が
起
こ
る
と
、
新
た
な
院
や
天
皇
は
、
自
身
の
家
の
構
成
員
を
御
室
の
後

継
者
と
す
る
た
め
に
手
を
尽
く
し
て
き
た
。
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
後
白
河
天

皇
が
保
元
の
乱
の
直
後
に
自
分
の
子
で
あ
る
守
覚
を
同
母
弟
の
覚
性
の
下
に
入
室
さ

せ
、
ま
た
、
後
高
倉
院
政
期
に
後
高
倉
院
の
子
の
道
深
が
、
先
に
入
室
し
て
い
た
尊

覚46
（
順
徳
院
の
子
）
を
押
し
出
す
よ
う
に
、道
覚
（
後
鳥
羽
院
の
子
）
を
籠
居
さ
せ
て
御

室
を
継
い
で
い
る
の
は
、
そ
の
表
れ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
後
嵯
峨
天
皇
の
場
合
、
関
係
者
が
御
室
と
な
る
の
は
、
後
嵯
峨
天
皇

の
子
の
性
助
が
わ
ず
か
一
二
歳
で
御
室
と
な
っ
た
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
の
こ
と
で

あ
る47
。
こ
の
と
き
す
で
に
践
祚
か
ら
一
六
年
が
経
過
し
、
後
嵯
峨
天
皇
は
退
位
し
て

後
深
草
天
皇
が
在
位
し
て
お
り
、
し
か
も
翌
年
に
は
後
深
草
天
皇
か
ら
亀
山
天
皇
へ

の
譲
位
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
後
嵯
峨
天
皇
の
同
母
弟
は
す
べ
て
園
城
寺
に
入
っ
て
お
り
、
異
母
兄
で

仁
和
寺
に
入
寺
し
て
い
た
道
円
が
す
で
に
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
に
死
去
し
て
い
た

こ
と48
、
ま
た
、
践
祚
当
時
の
後
嵯
峨
天
皇
が
ま
だ
若
く
、
適
当
な
男
子
が
存
在
し
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
道
深
の
弟
子

に
は
す
で
に
九
条
道
家
の
子
で
あ
る
法
助
が
お
り49
、
後
嵯
峨
天
皇
の
即
位
直
後
の
時

点
で
は
道
家
が
大
き
な
勢
力
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
公
家
政
権
内
の
基
盤
が
ま
だ
弱

体
で
あ
っ
た
後
嵯
峨
天
皇
に
は
、
法
助
の
御
室
継
承
と
い
う
路
線
を
改
変
す
る
の
は

困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
の
重
要
な
地
位
で
あ
る
天
台
座
主
も
、

こ
の
期
間
の
在
任
者
は
慈
源
（
九
条
道
家
の
子
）・
道
覚
（
後
鳥
羽
院
の
子
）・
尊
覚
（
順

徳
院
の
子
）
で
あ
り
、
後
嵯
峨
天
皇
の
関
係
者
が
初
め
て
天
台
座
主
と
な
る
の
は
、
異

母
弟
の
尊
助
が
就
任
す
る
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た50
。

な
お
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
の
名
越
朝
時
の
乱
の
結
果
、
執
権
北
条
時
頼
の
政

治
的
主
導
権
が
確
立
し
、
鎌
倉
か
ら
前
将
軍
九
条
頼
経
が
帰
洛
、
京
都
で
は
摂
関
家

大
殿
で
あ
る
九
条
道
家
が
失
脚
す
る
。
こ
れ
以
後
、
園
城
寺
出
身
の
僧
で
あ
る
隆
弁

が
北
条
時
頼
の
厚
い
信
頼
を
得
て
、
鎌
倉
の
仏
教
界
に
お
い
て
は
園
城
寺
が
優
位
に

立
っ
た
こ
と
が
平
雅
行
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る51
。

隆
弁
と
仁
助
と
の
直
接
の
関
係
を
示
す
史
料
は
な
い
が
、
湯
山
学
の
指
摘
す
る
よ

う
に52
、
隆
弁
は
仁
治
三
年
の
後
深
草
天
皇
誕
生
の
際
に
御
産
御
祈
を
行
う
た
め
上
洛

し
て
お
り53
、
こ
れ
を
両
者
の
接
点
と
み
な
す
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
隆
弁

は
、
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
に
は
園
城
寺
興
隆
の
問
題
で
、
正
元
元
年
に
は
園
城
寺

戒
壇
設
置
勅
許
の
問
題
で
、
そ
れ
ぞ
れ
上
洛
し
て
い
る54
。
こ
の
間
の
園
城
寺
長
吏
は

仁
助
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
間
に
は
連
絡
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

仁
助
が
法
親
王
宣
下
を
受
け
る
の
は
隆
弁
が
重
用
さ
れ
る
よ
り
前
で
あ
る
が
、
寛
元

四
年
以
降
は
こ
う
し
た
関
係
が
さ
ら
に
仁
助
の
存
在
の
重
要
性
を
高
め
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

後
嵯
峨
親
政
期
か
ら
後
嵯
峨
院
政
期
の
前
半
に
か
け
て
、
仁
助
は
、
後
嵯
峨
院
家

内
部
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
的
に
も
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま

ず
指
摘
で
き
る
の
が
、
父
土
御
門
院
の
追
善
仏
事
に
お
け
る
活
動
で
あ
る
。

後
嵯
峨
天
皇
に
と
っ
て
、
自
身
の
皇
位
継
承
の
正
統
性
を
主
張
す
る
上
で
、
父
で

あ
る
土
御
門
院
の
顕
彰
は
政
治
的
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
が
、
践
祚
当
初
の
後
嵯

峨
天
皇
は
独
自
の
御
願
寺
や
所
領
群
な
ど
を
保
持
し
て
お
ら
ず
、
追
善
法
華
八
講
は

京
か
ら
離
れ
た
土
御
門
院
の
金
ヶ
原
陵
で
行
う
し
か
な
か
っ
た55
。
と
こ
ろ
が
、
践
祚

翌
年
の
寛
元
元
年（
一
二
四
三
）に
土
御
門
院
の
中
宮
で
あ
っ
た
陰
明
門
院
が
死
去
し
、

そ
の
所
領
を
仁
助
が
伝
領
す
る
と
、
土
御
門
院
の
追
善
法
華
八
講
は
仁
助
が
伝
領
し

た
四
条
坊
城
殿
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る56
。
こ
の
こ
と
は
、
後
嵯
峨
天
皇

と
仁
助
が
同
母
の
兄
弟
と
し
て
強
固
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
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仁
治
三
年
の
金
ヶ
原
陵
で
の
法
華
八
講
に
は
承
明
門
院
と
前
内
大
臣
土
御
門
定
通

が
参
入
し
た
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
と
は
別
に
国
忌
に
前
右
大
臣
西
園
寺
実
氏
ら
が
参

入
し
て
い
た57
。
こ
れ
に
対
し
、寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
の
四
条
坊
城
殿
で
の
法
華
八

講
に
は
こ
の
年
譲
位
し
た
後
嵯
峨
院
が
密
儀
で
御
幸
し
、
摂
政
一
条
実
経
も
参
入
し

て
い
る58
か
ら
、
京
中
で
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
明
白
で
あ

ろ
う
。
同
年
に
は
後
嵯
峨
院
の
母
で
あ
る
贈
后
源
通
子
の
追
善
法
華
八
講
も
四
条
坊

城
殿
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
も
後
嵯
峨
院
が
密
儀
で
御
幸
し
、
摂
政
一
条
実

経
以
下
多
数
の
公
卿
が
参
入
し
て
い
る59
。

土
御
門
皇
統
の
追
善
法
華
八
講
と
仁
助
と
の
関
わ
り
は
、
家
の
仏
事
へ
の
関
与
で

あ
る
か
ら
、
法
親
王
と
い
う
立
場
か
ら
は
理
解
し
や
す
い
。
特
筆
す
べ
き
点
は
、
仁

助
の
活
動
が
こ
う
し
た
仏
事
の
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
重
要
な
政
治
決
定
に
恒
常
的
に

関
与
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

寛
元
四
年
の
九
条
通
家
失
脚
に
関
連
し
て
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
後
嵯
峨
院
に
徳
政
の

実
施
と
関
東
申
次
の
人
事
に
つ
い
て
通
告
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
が
六
波
羅
探

題
北
条
重
時
よ
り
後
嵯
峨
院
に
も
た
ら
さ
れ
た
際
、院
の
下
に
伺
候
し
て
い
た
の
は
、

仁
助
・
太
政
大
臣
西
園
寺
実
氏
・
前
内
大
臣
土
御
門
定
通
で
あ
っ
た60
。
ま
た
、
翌
宝

治
元
年
（
一
二
四
七
）
に
鎌
倉
幕
府
か
ら
徳
政
な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て
二
階
堂
行
泰
・

大
曾
禰
長
泰
が
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
際
に
も
、
使
者
は
前
太
政
大
臣
西
園
寺
実

氏
の
下
に
向
か
っ
た
後
、
後
嵯
峨
院
の
御
所
で
太
政
大
臣
久
我
通
光
・
摂
政
近
衛
兼

経
・
仁
助
と
対
面
し
て
い
る61
。
翌
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
に
政
道
の
事
に
つ
い
て
幕

府
か
ら
後
嵯
峨
院
に
使
者
が
遣
わ
さ
れ
た
際
に
も
、
後
嵯
峨
院
の
御
所
に
仁
助
が
参

入
し
、
使
者
は
仁
助
の
房
に
参
向
し
て
い
る62
。

仁
助
は
単
に
鎌
倉
か
ら
の
連
絡
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
受
け
て
公
家
政

権
側
の
対
応
の
決
定
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
宝
治
元
年
に
は
摂
政
近
衛
兼
経
・
前
太

政
大
臣
西
園
寺
実
氏
と
と
も
に
、
宝
治
二
年
に
は
摂
政
近
衛
兼
経
と
と
も
に
、
後
嵯

峨
院
の
下
で
対
応
を
協
議
し
て
い
る63
。
こ
れ
ら
の
政
務
関
与
者
の
う
ち
、
近
衛
兼
経

は
摂
政
と
し
て
廟
堂
の
首
座
に
あ
り
、
西
園
寺
実
氏
は
関
東
申
次
と
な
っ
た
親
幕
派

の
中
心
で
あ
り
、
土
御
門
定
通
・
久
我
通
光
は
後
嵯
峨
院
の
外
戚
で
あ
っ
て
、
い
ず

れ
も
後
嵯
峨
院
政
を
支
え
る
重
要
人
物
で
あ
る
。
仁
助
は
彼
ら
と
並
ん
で
、
重
大
な

政
務
決
定
の
際
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

他
に
も
、
仁
助
は
宝
治
元
年
に
後
嵯
峨
院
・
近
衛
兼
経
と
と
も
に
除
目
の
沙
汰
を

行
っ
て
い
る64
。
ま
た
、
宝
治
二
年
の
無
動
寺
門
跡
相
続
や
久
我
通
光
領
相
続
を
め
ぐ

る
相
論
が
生
じ
た
際
に
は
、
裁
定
を
行
う
院
評
定
に
先
立
っ
て
、
後
嵯
峨
院
は
仁
助

と
事
前
の
相
談
を
行
っ
て
い
る65
。
こ
れ
は
、
仁
助
が
院
評
定
へ
の
出
席
権
を
持
た
な

い
た
め
に
取
ら
れ
た
処
置
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
仁
助
の
政
務
関
与
に
対
し
て
、
葉
室
定
嗣
は
「
偏
是
中
興
之
徳
化
也
」

と
誉
め
た
た
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
最
近
は
佞
臣
が
政
務
に
関
与
で
き
な
く
な
っ
た
と

述
べ
て
い
る66
。
異
例
と
も
言
え
る
仁
助
の
政
務
関
与
が
こ
う
し
た
高
い
評
価
を
受
け

た
理
由
は
、
践
祚
の
際
に
当
時
の
公
家
政
権
の
中
心
に
あ
っ
た
九
条
道
家
の
意
向
に

反
す
る
形
で
鎌
倉
幕
府
に
擁
立
さ
れ
、
父
院
・
母
后
と
い
う
保
護
者
が
す
で
に
死
去

し
、
祖
母
承
明
門
院
が
後
見
す
る67
と
い
う
脆
弱
な
体
制
で
出
発
し
た
後
嵯
峨
の
治
世

に
お
い
て
、
後
嵯
峨
の
同
母
弟
で
あ
る
仁
助
に
、
す
で
に
出
家
し
て
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
後
嵯
峨
院
家
の
内
部
で
補
佐
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

法
親
王
の
政
務
や
俗
事
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
安
達
達
哉
に
よ
っ
て
、

承
仁
が
父
後
白
河
院
の
死
の
直
前
に
、
丹
後
局
と
と
も
に
後
白
河
院
知
行
国
で
荘
園

を
立
庄
し
、
の
ち
に
建
久
七
年
の
政
変
（
一
一
九
六
）
に
か
か
わ
っ
た
事
例
と
、
後
堀

河
親
政
・
院
政
期
に
尊
性
が
僧
官
・
俗
官
の
昇
進
や
安
嘉
門
院
領
の
紛
争
に
口
入
し

て
い
る
事
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る68
。
こ
の
他
、
二
条
親
政
期
に
、
二
条
天
皇
の
お
じ

で
あ
り
、
ま
た
、
か
つ
て
二
条
天
皇
が
立
太
子
前
に
出
家
の
た
め
入
室
し
た
際
の
師

で
も
あ
る
覚
性
が
、
押
小
路
東
洞
院
御
所
に
壇
所
を
設
け
て
伺
候
し
た
結
果
、
政
務

に
口
入
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る69
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。



三
五
四

642

こ
れ
ら
の
事
例
に
対
し
、
仁
助
の
活
動
は
、
格
段
に
重
大
な
問
題
に
関
与
し
て
お

り
、
そ
の
関
わ
り
方
の
深
さ
も
他
と
比
較
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
も
、
先
に
述
べ
た
よ

う
な
政
治
的
事
情
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
特
殊
な
状
況
で
あ
る
が
故
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
の
ち
に
後
嵯
峨
院
が
遺
領
の
処
分
を
行
っ
た
際
に
、
後
深
草
院
・
亀
山

天
皇
と
並
ん
で
、
円
助
法
親
王
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と70
や
、
幕
府
が
後
嵯
峨

院
の
死
後
に
次
の
治
天
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
、
後
家
で
あ
る
大
宮
院
が
後
嵯
峨
院

の
遺
志
は
亀
山
天
皇
を
後
継
者
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
回
答
し
た
際
、
西
園
寺
実

氏
と
と
も
に
円
助
法
親
王
が
関
与
し
て
い
る71
よ
う
に
、
後
嵯
峨
院
は
自
身
の
家
の
構

成
要
素
に
法
親
王
を
組
み
込
ん
で
い
た
。
円
助
は
仁
助
の
次
の
円
満
院
門
跡
と
な
っ

た
後
嵯
峨
院
の
皇
子
で
あ
り72
、そ
の
立
場
は
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
に
死
去
し
た
仁

助
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
こ
う
し
た
法
親
王
の
俗
事
へ
の
関
与
に
つ
い
て
、
竹
内
理
三
は
尊
性
が
後

堀
河
院
と
同
腹
の
弟
で
あ
る
こ
と
に
理
由
を
求
め
て
い
る
の
に
対
し73
、
安
達
達
哉
は

法
親
王
の
親
王
と
し
て
の
立
場
に
根
本
的
要
因
を
求
め
て
い
る74
。
し
か
し
、
こ
こ
ま

で
見
て
き
た
事
例
は
い
ず
れ
も
時
の
院
・
天
皇
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
法
親
王
に
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
そ
の
原
因
は
こ
う
し
た
特
別
な
関
係
に
求
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
法
親
王
一
般
に
こ
う
し
た
属
性
が
あ
る
と
は
認
め
難
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
中
世
前
期
を
通
し
て
、
法
親
王
の
あ
り
方
の
変
遷
を
追
っ
て
き
た
。
そ
こ

か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
権
門
寺
院
統
制
な
ど
と
い
っ
た
従
来
言
わ
れ
て
き
た
法
親

王
制
の
政
策
意
図
は
、
後
白
河
親
政
期
・
院
政
初
期
や
、
後
高
倉
院
政
期
な
ど
、
あ

る
時
点
の
事
象
と
し
て
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
中
世
前
期
を
通
し
て
確
認
で
き
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
政
策
的
な
実
効
性
も
疑
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
法
親
王
に
対
す
る
姿
勢
は
王
家
家
長
の
代
替
わ
り
に
と
も
な
っ
て
変
化
す

る
の
が
常
で
あ
り
、
そ
れ
は
各
々
の
王
家
家
長
が
置
か
れ
た
固
有
の
状
況
に
対
応
し

た
結
果
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

特
に
、﹇
鳥
羽
院
政
期
の
法
親
王
宣
下
抑
制
↓
後
白
河
院
政
期
の
法
親
王
宣
下
拡
大

↓
後
鳥
羽
院
政
期
の
入
道
親
王
導
入
に
よ
る
制
度
再
編
﹈
と
い
う
一
連
の
流
れ
は
、

か
つ
て
拙
稿
で
論
じ
た
、﹇
鳥
羽
院
政
期
の
貴
族
の
昇
進
の
停
滞
↓
後
白
河
院
政
期
の

貴
族
の
昇
進
の
促
進
↓
後
鳥
羽
院
政
期
の
貴
族
の
昇
進
体
系
整
備
﹈
と
い
う
貴
族
の

家
格
成
立
の
変
遷75
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
制
度

史
を
考
え
る
上
で
は
、
個
々
の
制
度
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の

変
遷
に
見
ら
れ
る
共
通
項
や
相
違
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
政
治
課
題

や
院
・
天
皇
の
政
治
姿
勢
と
い
っ
た
も
の
を
見
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
本
文
中
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、
法
親
王
と
荘

園
の
問
題
に
つ
い
て
付
言
し
た
い
。
は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
法
親
王
の
創
出
に

つ
い
て
は
古
く
か
ら
財
政
上
の
問
題
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る76
。
さ
ら
に
、
安

達
達
哉
は
、
院
が
法
親
王
を
媒
介
と
し
て
門
跡
領
の
管
領
に
介
入
し
た
こ
と
を
指
摘

し
、
法
親
王
家
領
を
王
家
領
荘
園
の
一
部
と
し
て
考
え
る
視
点
の
必
要
性
を
提
起
し

て
い
る77
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
以
下
の
道
恵

法
親
王
・
定
恵
法
親
王
領
の
事
例
で
あ
る
。
長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
に
鳥
羽
院
と
美

濃
局
と
の
間
に
道
恵
が
誕
生
す
る
と
、
美
濃
局
の
父
で
石
清
水
八
幡
宮
検
校
で
あ
っ

た
光
清
は
道
恵
の
御
願
寺
と
し
て
観
音
堂
を
建
立
し
た78
。
光
清
は
さ
ら
に
、
保
延
三

年
（
一
一
三
七
）
に
自
身
の
所
領
を
美
濃
局
に
譲
渡
し
た
際
、そ
の
う
ち
六
ヶ
庄
を
観

音
堂
領
と
し
、
八
幡
宮
寺
と
観
音
堂
の
用
途
に
宛
て
る
分
以
外
の
年
貢
は
道
恵
に
進

済
す
る
よ
う
定
め
た79
。
そ
の
後
、
道
恵
は
後
白
河
院
の
皇
子
で
あ
る
定
恵
を
弟
子
に

迎
え
、仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
に
死
去
す
る
際
、六
ヶ
庄
を
定
恵
に
譲
る
と
と
も
に
、

そ
の
旨
を
朝
廷
に
奏
上
し
て
宣
旨
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
い
る80
。
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宣
旨
に
よ
っ
て
門
跡
領
と
し
て
師
資
相
承
の
認
可
を
受
け
て
い
る
点
は
、
一
見
す

る
と
安
達
説
に
合
致
し
て
い
る
が
、
問
題
は
の
ち
に
こ
の
宣
旨
が
院
宣
に
よ
っ
て
覆

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
光
清
は
美
濃
局
に
所
領
を
譲
渡
し
た
際
、
そ
の
次
の
伝

領
予
定
者
を
美
濃
局
の
弟
の
最
清
と
定
め
て
い
た
が
、
最
清
は
美
濃
局
に
先
立
っ
て

久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
に
死
去
し
た
た
め
、美
濃
局
の
死
後
に
所
領
を
伝
領
し
た
の

は
、
美
濃
局
の
甥
で
あ
る
慶
清
で
あ
っ
た
。
慶
清
は
、
六
ヶ
庄
は
道
恵
に
譲
渡
さ
れ

た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
道
恵
の
一
期
分
と
し
て
年
貢
を
進
済
す
る
よ
う
定
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
と
後
白
河
院
に
訴
え
出
て
、自
身
の
領
掌
を
認
め
る
院
宣
を
賜
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
道
恵
の
門
徒
や
最
清
の
子
孫
に
よ
る
伝
領
へ
の
異
論
を
禁
じ
て
慶

清
の
門
跡
に
所
領
を
相
伝
さ
せ
る
よ
う
命
じ
る
院
庁
下
文
が
、安
元
二
年（
一
一
七
六
）

に
出
さ
れ
た
の
で
あ
る81
。

す
な
わ
ち
、
後
白
河
院
は
こ
の
と
き
自
身
の
皇
子
に
不
利
な
裁
定
を
自
ら
下
し
た

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
門
跡
領
を
王
家
領
の
一
部
と
と
ら
え
て
影
響
力
を
拡
大
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。
後
白
河
院
は
あ
く
ま
で
裁
定
者
と
し
て
紛
争
に
臨

ん
で
い
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
点
で
他
の
伝
領
を
巡
る
紛
争
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な

い
。
門
跡
で
あ
る
法
親
王
と
院
・
天
皇
と
の
関
係
は
、
訴
訟
を
提
起
す
る
際
に
は
当

然
有
用
に
働
く
面
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
門
跡
領
を
王
家
領
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

る
だ
け
の
一
体
性
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。

そ
も
そ
も
、
当
該
期
に
は
頻
繁
に
皇
統
の
交
代
が
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
、
法
親
王
と
院
・
天
皇
と
の
関
係
の
親
疎
も
大
き
く
変
わ
る
。
ま
た
、
仏
門

に
入
っ
て
も
親
王
宣
下
を
受
け
な
い
皇
子
も
当
該
期
に
は
一
貫
し
て
存
在
す
る
。
さ

ら
に
、
王
家
出
身
者
の
み
で
継
承
さ
れ
る
門
跡
は
、
鎌
倉
期
に
入
る
と
延
暦
寺
の
梶

井
殿
や
園
城
寺
の
円
満
院
な
ど
や
や
増
加
す
る
と
は
い
え
、
後
白
河
院
政
期
ま
で
は

ほ
と
ん
ど
御
室
に
限
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
主
要
門
跡
を
王
家
出
身
者
の
み

で
構
成
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
方
向
性
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。
や
は
り
、法
親
王
は
、

基
本
的
に
は
仏
門
に
入
る
王
家
出
身
者
に
対
す
る
待
遇
の
一
形
式
と
と
ら
え
る
べ
き

で
あ
り
、
寺
院
統
制
の
役
割
を
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
重
視
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
る
。
ま
た
、
法
親
王
が
御
室
の
み
に
存
在
し
て
い
た
法
親
王
制
開
始
当
初
の
後

白
河
院
政
期
ま
で
の
段
階
を
除
い
て
は
、
御
室
や
六
勝
寺
検
校
の
問
題
と
、
法
親
王

の
問
題
と
は
、
別
個
の
も
の
と
し
て
論
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注①　
拙
稿
「
中
世
前
期
の
王
家
と
家
長
」（『
歴
史
評
論
』
七
三
六
、二
〇
一
一
年
）。

②　

横
山
和
弘
「
白
河
・
鳥
羽
院
政
期
の
王
家
と
仏
教
」（『
年
報
中
世
史
研
究
』

二
八
、二
〇
〇
三
年
）。

③　

な
お
、牛
山
佳
幸
「
入
道
親
王
と
法
親
王
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
古
代
中
世
寺
院
組

織
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
法
親
王
と
入
道
親
王
の
定
義
に
つ
い
て
は
、「
法
親
王
＝
出
家
後
も
品
位
が
維
持

さ
れ
た
親
王
／
入
道
親
王
＝
出
家
遁
世
し
た
親
王
（
基
本
的
に
品
位
を
放
棄
）」
と
い

う
広
義
の
分
類
と
、「
法
親
王
＝
広
義
の
法
親
王
の
う
ち
、
出
家
後
に
親
王
宣
下
を
受

け
た
親
王
／
入
道
親
王
＝
広
義
の
法
親
王
の
う
ち
、
親
王
宣
下
後
に
出
家
し
た
親
王
」

と
い
う
狭
義
の
分
類
が
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
狭
義
の
分
類
に
従
っ
て
法
親
王
・
入
道

親
王
の
語
を
使
用
し
、広
義
の
法
親
王
に
関
し
て
は
本
来
在
俗
の
存
在
で
あ
っ
た
点
を

重
視
し
て
、
在
俗
の
親
王
と
一
括
し
て
取
り
扱
う
。

④　

大
森
金
五
郎
「
皇
族
の
賜
姓
と
法
親
王
と
の
由
来
及
び
事
例
」（『
歴
史
地
理
』
八
―

一
、一
九
〇
六
年
）、
平
田
俊
春
「
法
親
王
考
」（『
平
安
時
代
の
研
究
』、
山
一
書
房
、

一
九
四
三
年
）。

⑤　

安
達
直
哉「
法
親
王
の
政
治
的
意
義
」（
竹
内
理
三
編『
荘
園
制
社
会
と
身
分
構
造
』、

校
倉
書
房
、
一
九
八
〇
年
）、
平
岡
定
海
「
六
勝
寺
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
日
本
寺
院

史
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
、
初
出
一
九
七
九
年
）。

⑥　

横
山
和
弘
「
白
河
院
政
期
に
お
け
る
法
親
王
の
創
出
」（『
歴
史
評
論
』

六
五
七
、二
〇
〇
五
年
）。

⑦　

横
内
裕
人
「
仁
和
寺
御
室
考
」（『
日
本
中
世
の
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
』、
塙
書
房
、

二
〇
〇
八
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）、
阿
部
泰
郎
・
山
崎
誠
編
『
守
覚
法
親
王
と
仁
和

寺
御
流
の
文
献
学
的
研
究
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
八
年
）。

⑧　

注
②
横
山
論
文
、
注
⑥
横
山
論
文
、
横
山
和
弘
「
法
親
王
制
成
立
過
程
試
論　

仁
和
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寺
御
室
覚
行
法
親
王
を
め
ぐ
っ
て
」（『
仁
和
寺
研
究
』
三
、二
〇
〇
二
年
）。

⑨　
『
中
右
記
』
大
治
四
年
閏
七
月
二
〇
日
条
・
一
〇
月
二
二
日
条
。

⑩　

河
内
祥
輔
「
後
三
条
・
白
河
『
院
政
』
の
一
考
察
」（『
日
本
中
世
の
朝
廷
・
幕
府
体

制
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
九
二
年
）。

⑪　

角
田
文
衞『
待
賢
門
院
璋
子
の
生
涯
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
八
五
年
、初
出
一
九
七
五

年
）。

⑫　
『
長
秋
記
』
保
延
元
年
三
月
二
七
日
条
。

⑬　
『
長
秋
記
』
長
承
二
年
九
月
一
三
日
条
。

⑭　
『
兵
範
記
』
保
元
三
年
三
月
一
一
日
条
、『
諸
門
跡
伝
』
園
城
寺
円
満
院
。

⑮　
『
山
槐
記
』
治
承
三
年
一
一
月
二
五
日
条
。

⑯　

木
村
真
美
子
「
円
恵
法
親
王
考
」（
水
原
一
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
考
証
』
四
、
新

典
社
、
一
九
九
七
年
）。

⑰　
『
仁
和
寺
御
伝
』
喜
多
院
御
室
。

⑱　

拙
稿
「
二
条
親
政
の
成
立
」（『
日
本
史
研
究
』
五
〇
五
、二
〇
〇
四
年
）。

⑲　
『
天
台
座
主
記
』
第
四
十
九
権
僧
正
最
雲
。

⑳　
『
仁
和
寺
御
伝
』
喜
多
院
御
室
。

㉑　
『
玉
葉
』
嘉
応
二
年
五
月
二
七
日
条
。

㉒　
『
天
台
座
主
記
』
第
五
十
六
無
品
覚
快
親
王
。

㉓　
『
天
台
座
主
記
』
第
六
十
一
法
印
顕
真
、
第
六
十
三
無
品
承
仁
親
王
。

㉔　
『
吾
妻
鏡
』
承
久
三
年
六
月
八
日
条
。

㉕　
『
平
戸
記
』
寛
元
三
年
一
〇
月
二
四
日
条
。

㉖　
『
源
家
長
日
記
』。

㉗　
『
梶
井
門
跡
略
系
譜
』
尊
覚
親
王
、『
仁
和
寺
日
次
記
』
承
久
二
年
一
二
月
一
〇
日

条
。

㉘　
『
承
久
三
年
四
年
日
次
記
』
承
久
三
年
一
〇
月
一
三
日
条
。

㉙　

注
⑤
安
達
論
文
。

㉚　

曽
我
部
愛「
後
高
倉
王
家
の
政
治
的
位
置
―
後
堀
河
院
政
期
に
お
け
る
北
白
河
院
の

動
向
を
中
心
に
―
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
一
七
、二
〇
〇
九
年
）。

㉛　
『
民
経
記
』
貞
永
元
年
閏
九
月
一
四
日
条
等
。

32　
『
門
葉
記
』
護
持
僧
条
　々

代
始
護
持
僧
事　

後
堀
河
院
、『
護
持
僧
次
第
』
四
条

院
。

33　
『
天
台
座
主
記
』
第
七
十
四
二
品
親
王
尊
性
、
第
七
十
六
二
品
尊
性
親
王
。

34　
『
仁
和
寺
御
伝
』
金
剛
定
院
御
室
。『
光
台
院
御
室
伝
』
若
宮
入
御
事
。

35　
『
仁
和
寺
御
伝
』
金
剛
定
院
御
室
。

36　
『
明
月
記
』
天
福
元
年
二
月
二
〇
日
条
。

37　
『
天
台
座
主
記
』
第
七
十
四
二
品
親
王
尊
性
。

38　
『
仁
和
寺
御
伝
』
金
剛
定
院
御
室
。

39　
『
明
月
記
』
嘉
禄
元
年
一
一
月
一
六
日
条
、
一
二
月
二
四
日
条
。

40　
『
明
月
記
』
嘉
禄
元
年
一
〇
月
二
一
日
条
。

41　
『
明
月
記
』
嘉
禄
元
年
一
一
月
一
六
日
条
。

42　
『
天
台
座
主
記
』
第
七
十
五
僧
正
良
快
。

43　
『
百
錬
抄
』
寛
喜
三
年
一
〇
月
二
〇
日
条
。

44　

天
福
元
年
四
月
一
五
日
付
尊
性
法
親
王
書
状
（『
鎌
倉
遺
文
』
四
四
七
四
号
）。

45　
『
百
錬
抄
』
仁
治
三
年
四
月
一
五
日
条
、『
三
井
続
燈
記
』
長
吏
次
第　

仁
助
法
親

王
。

46　
『
仁
和
寺
日
次
記
』
承
久
二
年
一
二
月
一
〇
日
条
、『
明
月
記
』
安
貞
元
年
一
二
月
一

日
条
。

47　
『
仁
和
寺
御
伝
』
後
中
御
室
。

48　
『
光
台
院
御
室
伝
』
御
服
事
。

49　
『
仁
和
寺
御
伝
』
開
田
准
后
。

50　
『
天
台
座
主
記
』
第
七
十
九
僧
正
慈
源
、
第
八
十
無
品
親
王
道
覚
、
第
八
十
一
無
品

親
王
尊
覚
、
第
八
十
二
無
品
親
王
尊
助
。

51　

平
雅
行
「
鎌
倉
寺
門
派
の
成
立
と
展
開
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』

四
九
、二
〇
〇
九
年
）。

52　

湯
山
学
「
隆
弁
と
そ
の
門
流
―
北
条
氏
と
天
台
宗
（
寺
門
）
―
」（『
鎌
倉
』

三
八
、一
九
八
一
年
）。

53　
『
吾
妻
鏡
』
寛
元
元
年
六
月
一
八
日
条
。

54　
『
吾
妻
鏡
』
建
長
二
年
二
月
二
三
日
条
・
九
月
四
日
条
・
正
元
二
年
三
月
一
日
条
。

55　
『
平
戸
記
』
仁
治
三
年
一
〇
月
一
一
日
条
。

56　
『
百
錬
抄
』
寛
元
元
年
九
月
一
八
日
条
、『
平
戸
記
』
寛
元
二
年
一
〇
月
一
一
日
条
。

57　
『
平
戸
記
』
仁
治
三
年
一
〇
月
一
一
日
条
。

58　
『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
一
〇
月
九
日
条
。
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59　
『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
七
月
一
五
日
条
。

60　
『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
八
月
二
七
日
条
。

61　
『
葉
黄
記
』
宝
治
元
年
八
月
一
八
日
条
。

62　
『
岡
屋
関
白
記
』
宝
治
二
年
閏
一
二
月
二
一
日
条
。

63　
『
葉
黄
記
』
宝
治
元
年
八
月
二
〇
日
条
、『
岡
屋
関
白
記
』
宝
治
二
年
閏
一
二
月
二
六

日
条
。

64　
『
経
俊
卿
記
』
宝
治
元
年
一
二
月
七
日
条
。

65　
『
葉
黄
記
』
宝
治
二
年
一
一
月
二
一
日
条
。

66　
『
葉
黄
記
』
宝
治
二
年
一
一
月
二
一
日
条
。

67　
『
後
中
記
』
仁
治
三
年
正
月
二
〇
日
条
等
。

68　

注
⑤
安
達
論
文
。
な
お
、
安
達
は
こ
れ
に
加
え
て
、
守
覚
法
親
王
が
「
源
義
経
に
味

方
し
て
合
戦
軍
旨
を
書
い
た
」
事
例
を
挙
げ
る
が
、『
左
記
』
の
当
該
記
事
は
「
聊
依
レ

有
レ
所
レ
思
、
密
招
二
義
経
一
、
記
二
合
戦
軍
旨
一
」
と
の
み
あ
り
、「
源
義
経
に
味
方
し

て
」
と
い
う
政
治
的
事
例
と
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

69　
『
愚
管
抄
』
巻
五　

二
条
。

70　

後
嵯
峨
上
皇
処
分
状
案
（『
鎌
倉
遺
文
』
一
〇
九
五
三
号
）

71　

後
深
草
上
皇
御
事
書
（
帝
国
学
士
院
編
『
宸
翰
英
華
』
一
﹇
思
文
閣
出
版
、一
九
八
八

年
、
初
出
一
九
三
四
年
﹈
所
収
、
番
号
六
八
）、
伏
見
天
皇
御
事
書
（
同
書
所
収
、
番

号
六
九
）。

72　
『
諸
門
跡
伝
』
園
城
寺
円
満
院
。

73　

竹
内
理
三
「
尊
性
法
親
王
書
状
」（『
鎌
倉
遺
文
月
報
』
七
、東
京
堂
出
版
、一
九
七
四

年
）。

74　

注
⑤
安
達
論
文
。

75　

拙
稿
「
中
世
貴
族
社
会
に
お
け
る
家
格
の
成
立
」（
上
横
手
雅
敬
編
『
鎌
倉
時
代
の

権
力
と
制
度
』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）。

76　

注
④
大
森
論
文
、
注
④
平
田
論
文
。

77　

注
⑤
安
達
論
文
。

78　
『
宮
寺
縁
事
抄
』。

79　

石
清
水
八
幡
宮
検
校
光
清
譲
状
案
（『
平
安
遺
文
』
二
三
六
九
号
）、仁
安
三
年
四
月

二
五
日
付
高
倉
天
皇
宣
旨
案
（『
平
安
遺
文
』
三
四
六
一
号
）。

80　

仁
安
三
年
四
月
二
五
日
付
高
倉
天
皇
宣
旨
案
（『
平
安
遺
文
』
三
四
六
一
号
）。

81　

安
元
二
年
六
月
一
〇
日
付
後
白
河
院
庁
下
文
案
（『
平
安
遺
文
』
三
七
六
五
号
）。

【
付
記
】  

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
公
開
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
参
照
し
た
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）
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［親王・法親王・入道親王一覧］

名　前 誕　生 剃髪・入室・出
家・受戒・潅頂 親王宣下 母 参考・その他

○白河院皇子

（敦文親王） 1074/12/26 1075/1/19 藤原賢子（父源顕房、養
父藤原師実）

覚行法親王 1075/4/ 1083/10/28 入室 1099/1/3 藤原経子（父藤原経平） 御室

（堀河天皇） 1079/7/9 1079/11/3 藤原賢子（父源顕房、養
父藤原師実）

覚法法親王 1091/12/29 1104/7/11 出家 1112/12/27 源師子（父源顕房） 御室
聖恵法親王 1094/ 1104/9/24 出家 1123/12/30 藤原師兼女子 （仁和寺）

非親王皇子：行慶（母源政長女子）、円行（母源有宗女子）、静証（母源顕房女子？）
○堀河天皇皇子
（鳥羽天皇） 1103/1/16 1103/6/9 藤原苡子（父藤原実季）
最雲法親王 1105/ 1119/10/21 受戒 1158/3/11 藤原時経女子 天台座主

非親王皇子：寛暁（母藤原隆宗女子）
○鳥羽天皇皇子

（崇徳天皇） 1119/5/28 1119/6/19 藤原璋子（待賢門院、父
藤原公実、養父白河院）

（通仁親王） 1124/5/28 1124/6/22 藤原璋子（待賢門院、父
藤原公実、養父白河院）

目が不自由なため
「目宮」と称される

君仁入道親王※ 1125/5/24 1140/8/9 出家 1125/6/16 藤原璋子（待賢門院、父
藤原公実、養父白河院）

足が不自由なため
「萎宮」と称される

（後白河天皇） 1127/9/11 1127/11/14 藤原璋子（待賢門院、父
藤原公実、養父白河院）

覚性入道親王
（本仁親王） 1129/⑦ /20 1135/3/27 入室 1129/10/22 藤原璋子（待賢門院、父

藤原公実、養父白河院） 御室

道恵法親王 1132/ 1135/3/29 入室 1160/ 紀家子（父紀光清） 園城寺長吏
覚快法親王 1134/ 1144/12/27 入室 1170/5/25 紀家子（父紀光清） 天台座主

（近衛天皇） 1139/5/18 1139/7/16 藤原得子（美福門院、父
藤原長実）

最忠法親王 『本朝皇胤紹運録』の
み

非親王皇子：真誉（母橘俊綱女子）
○崇徳天皇皇子
重仁入道親王※ 1140/9/2 1156/7/12 出家 1141/12/2
非親王皇子：覚恵（母源師経女子）
○後白河天皇皇子
（二条天皇） 1143/6/17 1151/10/14 入室 1155/9/23 藤原懿子（父藤原経実）
守覚法親王 1150/3/4 1156/11/27 入室 1170/④ /28 藤原成子（父藤原季成） 御室
円恵法親王 1153/ 1173/ 平信重女子 園城寺長吏
定恵法親王 1157/ 1190/10/ 平信重女子 園城寺長吏

（高倉天皇） 1161/9/3 1165/12/25 平滋子（建春門院、父平
時信）

静恵法親王 1164/ 1191/2/17 平信重女子 園城寺長吏
道法法親王 1166/11/13 1174/10/10 入室 1185/1/13 仁操女子 御室
承仁法親王 1169/ 1175/8/16 入室 1190/10/1 紀孝資女子 天台座主

非親王皇子：以仁王（母藤原成子）、恒恵（母平信重女子）、真禎（母仁操女子）
○二条天皇皇子
（六条天皇） 1164/11/14 1165/6/25

非親王皇子：尊恵（母源光成女子）
○高倉天皇皇子
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（安徳天皇） 1178/11/12 1178/12/8 平徳子（建礼門院、父平
清盛、養父後白河院）

守貞入道親王※
（後高倉院） 1179/2/28 1212/3/26 出家 1189/11/19 藤原殖子（七条院、父藤

原信隆）
惟明入道親王※ 1179/4/11 1211/2/29 出家 1189/11/19 平範子（父平義輔）

（後鳥羽天皇） 1180/7/14 1183/8/20 ｶ 藤原殖子（七条院、父藤
原信隆）

○後鳥羽天皇皇子

（土御門天皇） 1195/12/2 - 源在子（承明門院、父能
円、養父源通親）

道助入道親王 1196/10/16 1201/11/27 入室 1199/12/16 藤原信清女子 御室（長仁親王）

（順徳天皇） 1197/9/10 1199/12/16 藤原重子（修明門院、父
藤原範季）

覚仁法親王 1198/ 1218/1/20 遊女滝 園城寺長吏

（雅成親王） 1200/9/11 1204/1/9 藤原重子（修明門院、父
藤原範季）

（頼仁親王） 1201/ 1210/3/2 藤原信清女子
尊快入道親王
（寛成親王） 1204/4/2 1208/12/1 入室 1208/8/2 藤原重子（修明門院、父

藤原範季） 天台座主

道覚入道親王
（朝仁親王） 1204/7 1208/10/14 入室 1208/10/7 顕清女子 天台座主

尊円法親王 1207/ 1217/12/21 受戒 1218/1/15 藤原定能女子 （園城寺）
非親王皇子：行超（母藤原定能女子）、覚誉（母舞女姫法師）、道縁（母舞女姫法師）、道伊（母舞女姫法師）
○順徳天皇皇子

尊覚入道親王 1214/7/ 1220/12/10 入室 1220/8/2 藤原清季女子
天台座主、ただし元
は御室の道助法親王
に入室

覚恵法親王 1217/ 1236/4/18 潅頂 藤原清季女子 園城寺長吏
（仲恭天皇） 1218/10/10 1218/11/21 藤原立子（父藤原良経）
善統入道親王※ 1233/ 1291/5/30 出家 藤原範光女子
非親王皇子：義尹（母藤原信清女子）、忠成王（母藤原清季女子）、彦成王（母藤原範光女子）
○後高倉院皇子

尊性法親王 1194/ 1208/12/17 入室 1221/10/13 藤原陳子（北白河院、父
藤原基家） 天台座主

道深法親王 1206/9/4 1216/12/16 出家 1221/10/13 藤原陳子（北白河院、父
藤原基家） 御室

（後堀河天皇） 1212/3/22 - 藤原陳子（北白河院、父
藤原基家）

○土御門天皇皇子
道仁法親王 1241/9/27 潅頂 1248/1/14 源通子（父源通宗） 園城寺長史
尊守法親王 1210/ 1222/6/5 入室 覚宴女子 （延暦寺）
道円法親王 1210/ 1231/1/27 潅頂 治部卿局（父未詳） （仁和寺）
仁助法親王 1215/ 1241/12/22 潅頂 1242/4/15 源通子（父源通宗） 園城寺長吏
静仁法親王 1216/ 1247/3/20 潅頂 源通子（父源通宗） 園城寺長吏
尊助法親王 1217/ 1232/11/8 受戒 1252/8/28 尋恵女子 天台座主
（後嵯峨天皇） 1220/4/1 - 源通子（父源通宗）
最仁法親王 1228/ 1243/10/27 出家 円誉女子 天台座主

※は成人後の出家。
「剃髪・入室・出家・受戒・潅頂」の項は、このうち仏教との関わりが最初に確認されるものを取り上げた。


